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な細胞観察から核の位置が分裂面を決定することを証明した。第3意では新たな接合欠損変与え株の単離を
試み、それらの遺伝解析から、数個の新規遺伝子を同定することに成功した。これらの遺伝子の解析から
アグルチニン様タンパク質をコードするmα'])4・遺伝子と0・マンノース転移酵素をコードするpmt4-遺伝子
が接合型特異的な細胞接着に必須であることを見出した。 Pmt4タンパク質はアグルチニンであるMap4タ
ンバク質の糖鎖修飾を介して、細胞接着を制御するとの仮説を提唱した。
本研究により、フェロモン及び細胞接着という 2つの異なる細胞間コミュニケーション手段の分子的某
犠が明らかになった。これらの知見は酵母の有性生勇利の理解を飛躍的に深めると共に、脂質リン酸化酵素、
糖鎖修飾酵素の新たな細胞機能を明らかにしたものである。このように本論文は分子細胞生物学に大きく
貢献し、博士(理学〉の学位を侵与するに値するものと審査した。
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